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はじめに

この文章は、グローバ リゼーション研究の一環 として、地球規模の交通 ・通信体系が

成立する歴史的プロセスを研究してきた成果の一部を、ここで報告するものである。こ

のペーパーではアメ リカとイギ リスとの北米大陸と太平洋における競合関係に焦点を絞

って、この問題を取 り扱 うことに したい。それは、このシンポジウムが開かれるバンフ

とい う高原 リゾー トの成立とも深く関わっているが、一見すると 「日本研究」と関係の

ないかのようなテーマを敢えて選んだのは、 「日本」を徹底的に外側から見たかったか

らである。

タイ トルを、横浜への 「もう一つの道」 としたのは、もちろん理由がある。この背景

説明を最初にしておこう。1848年 から、カ リフォルニアのゴール ド・ラッシュを

背景にニューヨークからサンフランシスコまで、パナマ地峡経由でアメリカ合衆国の東

海岸 と西海岸を結んでいたパシフィック ・メールが、1867年1月1日 から、サンフ

ラシシスコ ・横浜 ・香港航路を開設した。この航路の完成により、イギリスから東回 り

で東アジアへ進出してきていたイギリスを中心 とす る蒸気船を中心とするコミュニケー

ション網(P&0が 、その中心的存在であった)と 、米国の西進運動が横浜 ・香港で合体

し、定期蒸気船航路を乗 り継げば、地球一周が可能になったのである。さらに、186

9年 、スエズ運河 と米国大陸横断鉄道の完成は、このような流れを、より確実なものに

する。 この、グローバ リズムの原型 とでも言 うべきものを作ったのは、イギリスとアメ

リカの激 しいライバル意識であった。それは、大西洋横断航路における両国の激 しい競

争にその典型が見ることができる。新興国のアメリカは、西進運動 を続ける中で、しだ

いに独 自の北米大陸における歴史的使命感や、国土意識を持つようになった。.

第1章 、大英帝国の地球回廊

地球 を一周するコースは、1869年 の段階では、基本的にはただ一つであった。

先の章で見たよ うに、大西洋航路 ・アメリカ大陸横断鉄道 ・パシフィック=メ ール ・

P&0を 中心的なルー トとしており、あとは個人的好みで、中国の奥地への河川交通を利

用した旅行やイン ド亜大陸の鉄道旅行などが組合わさって、 「小 さな」 「丸い」地球を

周回するのが、普通であった。これは、アメリカの東海岸から中国まではアメリカが、

そして中国からヨーロッパを越えてアメ リカの東海岸までは、基本的にはイギ リスが交

通の覇権を掌握 していた とい うことである。19世 紀の中葉以降は、イギ リスとアメリ

カの両国は、地球の交通体系を、分け合っていた。

この構造に、大きな変化がもたらされ る時代が、19世 紀の80年 代に出現する。ア

メリカ合衆国の北に広がる、 「カナダ」 と呼ばれる国の変化が、本書の最終章の主題で

ある。 日本では、カナダの歴史に関する関心は、全 くと言っていいほどない。 「カナダ
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史 」 と名 前 の 付 い て い る著 書 は3冊 しか な い。 ま た 、 ア メ リカ で も 「カ ナ ダ 」 とい う国

は 、非 常 に 存在 感 が うす い の が 、 私 の2年 間 の ア メ リカ で の 生活 の 問 の 実 感 で あ る。 し

か し、 この カ ナ ダ の 存 在 が 、60年 代 後 半 に で きた 地 球 周 回 のル ー トと、 ア メ リカ の 地

理 的位 置 の優 位 さを も と に した 、 ア メ リカ の 早 産 的 な 交 通覇 権 を揺 るが す よ うに な っ て

くる。

カ ナ ダ 史 に 造 詣 の 深 い 読 者 に は 、気 の 毒 だ が 、 簡 単 に カ ナ ダ 成 立 の 基 本 的 な論 点 を整

理 して お こ う。 ヨー ロ ッパ に お け る7年 戦 争 の 北 ア メ リカ 大 陸版 で あ る、 フ レ ン チ ・

イ ンデ ア ン 戦 争 が 起 こ り、 フ ラ ン ス ・イ ンデ ア ン連 合 軍 は イ ギ リス 軍 に 敗 北 した 。 この

結 果 を 受 け て1763年 の パ リ条 約 に よっ て 、 い ま の カ ナ ダ と呼 ば れ て い る地 域 に あ っ

た ニ ュ ー ・フ ラ ンス が 、 ケ ベ ック の 「宗教 の 自 由」(つ ま りカ ト リッ クの 容 認)を 条 件

に 、 カ ナ ダ ー 帯 か ら撤 退 を決 め た。 フ ラ ンス が ア メ リカ 大 陸 全 体 か らの 全 面 的 な撤 退 を

決 めた の は 、1806年 の 「ル イ ジ ア ナ 購i入」 に お い て で あ る 。 こ こで い う 「カ ナ ダ

領 」(DominionofCanada)と は 、 せ い ぜ い オ ン タ リオ ・ケベ ッ ク あた りま で を指 し、 そ

の 西 方 や 北 方 の 広 大 な 土 地 はハ ドソ ン ・ベ イ ・カ ン パ ニ ー とい う特 権 的 会 社 が所 有 して

い た 。 独 立 した ア メ リカ 合 衆 国 と 「カ ナ ダ領 」 の 国境 線 も 、1846年 ま で は 不 明 瞭

だ っ た 。 こ の年 、 北 緯49度 線 を も っ て 「カ ナ ダ 領 」 と 「合 衆 国 」 の 国 境 線 とす る こ

とが 、 一応 確 定 す るが 、 西 方 の 土地 に 関 して は、 明確 で は な か っ た 。 ま た 、1843年

に 、 太 平 洋 岸 の 一 帯 の 土 地 は ス ペ イ ン とロ シ ア とイ ギ リス とが 競 合 関係 に あ っ た が 、

「ブ リテ ィシ ュ ・コ ロ ン ビ ア」 と して 正 式 の イ ギ リス の 「直 轄植 民 地 」 とな っ た。186

6年 に は 、 ヴ ァ ン クー ヴ ァ 島が ブ リテ ィ ッ シ ュ ・コ ロ ン ビア に加 入 して い る。

言 い換 え る と、 現 在 の カ ナ ダ は 、 由 来 を異 にす る3つ の 地 域 が 合 わ さる こ とで成 立 し

た 国 で あ る。 南 北 戦 争 後 の ア メ リカ合 衆 国 の 議 会 や 新 聞 の 、 合 衆 国 の 北 方 に広 が る地 域

に対 す る膨 張 主 義 的 な 主 張 が頻 繁 に 見 られ る よ うに な っ た せ い も あ って 、1867年7

.月1日 に 、 イ ギ リス か らの外 交 ・軍 事 を除 い た 領 域 に お け る政 治 的 自立 を達 成 した 「ヵ

ナ ダ 自治領 」 とな っ た 。 こ の 日を もっ て 、 現 在 で も 、 カ ナ ダ は独 立 記 念 日 と して い る。

た だ し、誤 解 して は な らない の は 、 この 当時 の 「カ ナ ダ 自治 領 」 は、 今 日の カ ナ ダ の 領

土 の10分 の1も な か った とい う点 で あ る。 そ れ は 、 ニ ュー ・ブ ル ンズ ウイ ック ・ノ ヴ

ァ ス コ シ ア ・オ ンタ リオ ・ケベ ック とい う4つ の州 か らな って い た が 、 人 口は 、 わ ず か

330万 人 。 そ して 人 口 の80%が 、 オ ン タ リオ とケ ベ ッ ク の両 州 に住 ん で い た。 多 く

の移 民 は 、 豊 か な 生 活 を求 め て 「自治領 」 に来 て 、 この 国 の 発 展 を夢 見 た が 、18』67

年 の カ ナ ダ 人 に とっ て 、 そ れ は 、 単 な る 「願 望 」 で しか な か った 。 工 業 化 は遅 れ 、 狭 い

面 積 の 土 地 に 、 少 数 の 人 口 しか住 ん で い な い 「カ ナ ダ 自治 領 」 は、 今 の カナ ダ の 出発 点

の1つ に しか過 ぎ な か った 。

ニ ュ ー ヨー ク ・ トリビ ュー ン は 、 カ ナ ダ の 「独 立 」 につ い て、 次 の よ うな記 事 を載 せ

て い る。 「カ ナ ダ 『自治 領 』(dominion)の 実 験 が 失 敗 した とき 、そ れ は失 敗 す る に決

ま っ て い るが 、 平 和 的 な 吸 収 合 併 の プ ロセ ス に よ っ て 、 カ ナ ダ は偉 大 な北 ア メ リカ 共 和

国(要 す る に ア メ リカ 合 衆 国 の こ と。 著 者 注)の 中 に しか るべ き適 切 位 置 が 与 え られ る

だ ろ う」。 この よ うな 記 事 よ り も以 前 に、 セ ワー ドが 、 セ ン ト ・ポー ル で カ ナ ダ 併 合 に

関す る演 説 を した の が 、1860年 の こ とで あ っ た 。 彼 は、 ロ シ ア人 が ア ラ ス カ で 、 港

湾 ・町 ・要 塞 の 建 設 に邁 進 して い るの を見 守 り、 そ れ らはい ず れ 、 「合 衆 国 の 文 明 を知

ら しめ る記 念 碑 」 に な る と言 い 放 っ た あ とで 、次 の よ うに述 べ る。 「そ して私 は プ リン

ス ・ル ーパ ー トや カ ナ ダ を見 渡 す 。 そ こで は 、利 口で 企 業 家 精 神 に富 む 野 心 家 た ちが 、

川 に橋 を か け 、 運 河 、 鉄 道 、電 信 装 置 を建 設 す る こ と に専 心 し、 五 大 湖 の北 や 、 セ ン ト
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ロ ー レ ンス 川 、 ハ ドソン湾 にイ ギ リス の州 を建 設 し、 維 持 して い る。 私 は こ う言 お う。

『上 出 来 だ 。 君 た ち は素 晴 ら しい 州 を用 意 して くれ た 。 将 来 、 ア メ リカ に加 入 を認 め ら

れ よ う』 」 。 「戦 争 」 に よっ て 「独 立 」 を勝 ち 取 っ た ア メ リカ と、漸 進 的 に 「自治 権 」

の獲 得 を して い った カ ナ ダ の社 会 的 体 質 の違 い が 、 この よ うな意 見 に反 映 され て い る の

で あ ろ う。 カ ナ ダ と、 そ の背 後 に い るイ ギ リス に と って 、 活 力 に満 ち た 、 膨 張 主 義 的 傾

向 を しだ い に現 して き た ア メ リカ は 、 常 に脅 威 の 的 で あ っ た。

1869年 に、 ハ ドソン ・ベ イ ・カ ンパ ニー の 持 つ 広 大 な所 有 地 は 、 「自治 政 府 」 に

引 き 渡 され 、 会 社 側 は そ の見 返 りに30万 ポ ン ドの 現 金 と700万 工 一 カ ー の 肥 沃 な 土

地 を 入 手 した 。 さ らに 、 この2年 後 の1871年 、 カ ナ ダ は重 大 な決 定 を行 っ た 。 そ れ

は 、 ブ リテ ィ シ ュ ・コ ロ ン ビア の 「カ ナ ダ 自治 領 」 へ の 参 加 が決 定 され た こ とで あ る。

こ の 決 定 には 、 条 件 がつ い て い た。2年 以 内 に ブ リテ ィ シ ュ ・コ ロン ビア とカ ナ ダ の 残

りの 部 分 を結 ぶ 、 大 陸 横 断鉄 道 を 着 工 す る とい う条 件 で あ る。 イ ギ リス に 対 して 対 照 的

な態 度 を示 して きた 、 ア メ リカ とカ ナ ダ は 「海 か ら海 へ 」 とい う願 望 に お い て は 共 通 す

る も の を持 っ て い た 。 大 西 洋 と太 平 洋 の 両洋 に 面 す る国 家 に な る とい う、根 強 い願 望 が

それ で あ る。 ハ ドソン ・ベ イ ・カ ンパ ニー は 、 長 年 に わ た って 大 西 洋 と太 平洋 を結 ぶ 北

西 航 路 の探 索 を続 け て き た。

も ち ろ ん 、 こ の よ うな 決 断 の 一 つ の 背 景 に な っ て い た の は 、 先 に 両 岸 国 家 に な っ て

い た ア メ リカ の 影 響 で あ っ た だ ろ う し、 セ ワ ー ドに典 型 的 に 見 られ る 、 ア メ リカ の 膨

張 主 義 的 傾 向 が 、 カ ナ ダ と そ の 背 後 に 存 在 して い る イ ギ リス の 危 機 感 を深 め た こ と は

間 違 い な い こ とで あ ろ う。3つ の背 景 を 異 にす る地 域 を連 合 させ て 、 カ ナ ダ 「連 合 」

(confederation)を 造 りあ げ、 カ ナ ダ(イ ギ リス)独 自の交 通 体 系 を築 き上 げ よ うと し

た の は 、 ア メ リカ が イ ギ リス の 交 通 覇 権 を恐 れ た(P&0の 東 洋 へ の体 系 的進 出や 、 サ ン

フ ラ ンシ ス コ をイ ギ リス が領 有 す るの で は な い か とい っ た)よ うに 、今 度 は逆 に 北米 で

後 れ を 取 った こ とに対 す るイ ギ リス の 不 安 で あ っ た よ うに思 わ れ る。1861年2月1

6日 の 「イ ラス トレイ テ ィ ド ・ロ ン ドン ・ニ ュ ウズ 」(通 常 は 「絵 入 りロ ン ドン新 聞 」

とい わ れ て い る;週 刊)の 一 面 に 厂大 西 洋 か ら太 平 洋 へ の イ ギ リス の鉄 道 」 とい う記 事

が掲 載 され て い る。

こ の 記 事 に よれ ば、1858年 の イ ギ リス議 会 の 閉 会 式 で ヴ ィ ク トリア 女 王 は 、 「太

平 洋 側 の 新 しい 植 民 地(ブ リテ ィシ ュ ・コ ロ ン ビア)の 速 や か な発 展 の コー ス を た ど る

こ と を、 た だ 望 み た い 。 そ の た め に は 、 私 の北 米 の領 土(dominion)が 究極 的 に は 人 口が

増 加 し、 忠 実 で 勤 勉 な人 口が大 西洋 か ら太 平 洋 ま で しっ か りと した鎖 で結 び つ け られ る

こ とが 、 必 要 な のか も知 れ な い 」 と述 べ た。 こ の 「女 王 の ス ピー チ」 は 、イ ギ リス とカ

ナ ダ の 両 方 で 大 き な反 響 を 呼 ん だ。 ア メ リカ合 衆 国 の 、 ゴー ル ド ・ラ ッシ ュ と、 それ を

契 機 と した 西 海 岸 の爆 発 的発 展 が 、 「女 王 」 の発 言 に な ん らか の影 響 を与 え て い るの で

は な か ろ うか。

記 事 で は 、 カ ナ ダ の現 状 に触 れ る と 同 時 に 、 中 国 や 日本 との条 約 締 結 に も言及 し、 さ

らに は 興 味 深 い こ とに 、ヘ ー プ ・ホ ー ンや パ ナ マ 経 由 の コー ス の 回 り難 さや 、 ス エ ズ ・

紅 海 ル ー トが(周 囲 の政 治 的不 安 定 さ の た め に)安 定 度 が 低 い こ とを正 直 に述 べ て い る

点 で あ ろ う。 東 洋 へ の道 は 、既 に 述 べ た よ うに 、 イ ン ドの植 民 地 支 配 とい うも の が 主 眼

とな っ て 、 開 発 され た もの で あ る。 「東 回 り」 の発 想 は 、 この 限 りで は 自然 で あ っ た。

とこ ろが 、 こ の記 事 は 、 カナ ダ を両岸 国家 に して 、 「西 回 り」 で 中 国や 日本 を 見 て い る

点 で あ る。 も ち ろ ん カナ ダ 自体 の 発 展 の た め に も、 ア メ リカ 合 衆 国 の よ うに 、 両岸 国 に

な る 必 要 が あ っ た。 だ が 、 そ の視 線 は それ を越 え て 、 「西 か ら」 ア ジ ア ・太 平 洋 の 国 々
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を 見 て い る点 で あ る。 これ は 、 イ ギ リス に とっ て 、 地 球 を 見 る 目 の大 変 革 で あ っ た 。 記

事 は い う。 「地 図 を見 て み よ う。 そ こに は 、 わ れ わ れ は 『イ ギ リス の ア メ リカ』 と して

色 を塗 られ た 地 域 の 広 が りを見 る こ とが 出 き る。 東 海 岸 は 巨 大 な 大 西 洋 に面 し、 西 海 岸

は太 平 洋 に面 して い る。400万 平 方 マ イ ル の 土 地 が 、 そ こ に は あ る。 地 球 の 陸 上 面 積

の9分 の1が そ こ に あ るの だ 」 。 この認 識 は 、 非 常 に重 大 で あ る。 現 在 の カナ ダ と呼 ば

れ て い る統 一 され た 国 土 を、 初 め て 鳥 瞰 して い るの で あ る。3つ の異 な る地 域 が 、 バ ラ

バ ラ に 割 拠 して い た 「イ ギ リス の ア メ リカ 」 を、 一 つ の 国 土 と して 、ハ ッキ リ と 自覚 し

て い る 。 そ れ は 、 領 有 権 の究 極 の保 持者 で あ っ た 「ヴィ ク トリア 女 王 」 しか持 て な い 視

点 で あ っ た か も知 れ ない 。 こ の 国 土 は 、 南 に 広 が る 「反 逆者 」 が つ くっ て い る発 展 途 上

の 強 国 と、 同等 か 、 そ れ 以 上 に 強 力 な 国 家 に成 長 す る 可能 性 を秘 め て い る よ うに 、 思 わ

れ た の で あ る。 結 論 は単 純 明快 で あ る。 「イ ギ リス の領 土 を通 っ て 、大 西 洋 か ら太 平 洋

ま で の確 固 た る道 路 と鉄 道 の ライ ン を うち立 て よ う」 。

具体 的 に は 、 それ は 「カ ナ ダ太 平 洋 鉄 道 会 社 」(CanadianPac丗cRailwayCompany)

が設 立 され た 。 社 長 に は、 モ ン ト リオ ー ル の 銀 行 家 とハ ドソ ン ・ベ イ ・カ ンパ ニ ー の 高

官 が就 任 した が 、 資 金 不 足 の た め に 苦 しん だ が 、 建 設 の 条 件 は、 ア メ リカ 大 陸横 断 鉄 道

の や り方 と 同 じで あ った 。 資 金 の 援 助 と、 建 設 した 鉄 道 の 周 囲 の肥 沃 な 土地 の譲 渡 で あ

っ た。 建 設 は、 約 束 よ り2年 遅 れ の1875年 に始 ま り、85年 に は西 と東 か ら進 ん で

き た鉄 道 が 結 び つ き、 翌 年 か ら最 初 の 横 断 鉄 道 の 乗 客 が利 用 を 開始 した。 カ ナ ダ 太 平 洋

鉄 道 は 最 初 の 予 定 通 り、 太 平 洋 横 断 航 路 との 接 続 を考 え られ て い た。 そ の た め 、 「カ ナ

デ ィ ア ン ・パ シ フ ィ ッ ク」 グル ー プ を形 成 した 。 こ の グ ル ー プ は多 岐 に わ た る が 、 中心

は 、 カ ナ ダ 「連 合 」 の 中 を走 る 大 陸 横 断 鉄 道 と、 太 平洋 を横 断 す る汽 船 会 社 か らな って

い た。 汽 船 会 社 のカ ナ デ ィ ア ン ・パ シ フ ィ ッ クは 、 最 初 は キ ュナ ー ド汽 船 か ら、 ア ビ シ

ニ ア 号 ・バ タ ビア 号 ・パ ー シ ア 号 を 借 り受 け、1887年5 ,月か ら就 航 を 開 始 し、36

00ト ンの ア ビ シニ ア号 が 、香 港 か ら ヴ ァ ン クー ヴ ァー に 入 港 し、 それ に合 わせ る よ う

に最 初 の 大 陸 横 断 の直 行 列 車 の 第 一 列 車 が 、 同年 の5月23日 に到 着 した。 ア ビシ ニ ア

号 に は 、22人 の1等 船 客 、80人 の 中 国 人 の 船 底 の乗 客 、 郵 便 バ ッグ3個 、新 聞 な ど

の包 み が11パ ケ ッ ジ、2830ト ンの 貨 物 。 貨 物 の 大 半 が 、 シ カ ゴや ニ ュ ー ヨー クへ

の茶 だ っ た 。1890年 に は 、 イ ギ リス 政 府 と郵 便 契 約 が 成 立 し、 そ の前 年 か ら、 エ ン

プ レス ・オ ブ ・ジ ャパ ン、 エ ン プ レス ・オ ブ ・チ ャ イ ナ 、 エ ン プ レス ・オ ブ ・イ ンデ ィ

ア とい う6000ト ン の船 が就 航 した 。 明 治 期 に 「エ ンプ レ ス」 シ リー ズ と して 有 名 に

な っ た 、 カ ナ デ ィア ン ・パ シ フ ィ ッ クの 豪 華 客 船 の 出 現 で あ っ た。 「カ ナ ダ連 合 」 は、

一 つ の 地域 との一 体 感 を高 め
、 同 時 に大 英 帝 国 の地 球 回廊 の不 可欠 の 一部 を構 成 した。

1893年 、 メ ア リー ・ジ ェー ン ・ビ ッカー ステ ス の 『日本 見 た ま ま』(JapanasWe

SawIt))が 出版 され た 。 「世 界 一 周 の 航 海 とミカ ドの帝 国へ の訪 問!」 、 う ら若 き こ の

本 の著 者 ビ ッカ ー ス テ ス嬢 は 、 お さ えて もお さ え きれ な い 心 の昂 りを 、 こ の よ うに 表 現

した。 冒 頭 の 一 句 で あ る。 旅 行 の発 端 は 、 著 者 の 兄 エ ドワー ドが1886年 、 イ ギ リス

国教 会 の 「伝 道 主 教 」(missionarybishop)と して 日本 に赴 任 した こ とに あ っ た 。 エ

ドワー ドは1891年 の 「夏 期 休 暇 」 をカ ナ ダで い っ し ょ に過 ご そ う とイ ギ リス の 留 守

家 族 に 提 案 し、 この 旅 行 が 実 現 され る こ と に な った 。 もっ と も 、旅 行 の 主要 な 目的 は、

日程 か ら考 え る と、 カ ナ ダ で の 「夏 期 休 暇 」 とい う よ りは 、 兄 が布 教 活 動 に 取 り組 ん で

い る 日本 見 物 に 切 り替 え られ た も の と思 わ れ る。 とい うの は 、 カナ ダ の 山 中 の保 養 地 バ

ン フ に は 、 一 行 は わ ず か5日 間 しか 滞 在 して お らず 、 日本 で54日 過 ご して い る こ と を見

る と、 兄 の赴 任 地 日本 の 見 物 が こ の 旅 の メイ ン に昇 格 した よ うに思 われ る。 カ ナ ダ デ ィ
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ア ン ・ロ ッ キー の 山 中 に あ るバ ン フ と 日本 とは 、 も うそ ん な に遠 くに あ る存 在 で は な か

っ た。

一 行 は
、 父 親 と そ の 妻(著 者 は な ぜ かmotherと い う言 葉 を 使 わ ず 、Mrs.

Bickerstethと 呼 ん で い る)、 それ に カ ナ ダ で 合 流 した 兄 エ ドワー ドの4人 。 一 行 は 、

1891年8月13日 、イ ギ リス の会 社 で あ る ア ラ ン 汽船(Allanline)の パ リジ ャ ン

号 で 、 リヴ ァプ ー ル を 出航 した。 同 月22日 に は ケベ ッ ク に到 着 、船 は そ の ま ま セ ン ト

ロー レ ンス 河 を さか の ぼ りモ ン トリオ ー ル へ 。 こ こで 下 船 し、 ナ イ ア ガ ラ の滝 を 見物 。

ヒ ュ ー ロ ン湖 を汽 船 で わ た り、 ス ー ・セ ン トメ リー へ行 き、 そ こ か らは汽 車 で カ ナデ ィ

ア ン ・パ シ フ ィ ッ ク鉄 道 を一 路 西 へ 。9.月1日 、保 養 地 バ ン フで 日本 か らや っ て き た 兄

エ ド ワー ド と会 う。 こ こで5目 間 滞 在 した 後 、 バ ン ク ー ヴ ァー へ 出発 。9月9日 、 一

行 は バ ン クー ヴ ァー か らカ ナ ダ 太 平 洋 汽 船 の 新 鋭 船 の エ ン プ レス ・オ ブ ・ジ ャパ ン 号

(EmpressofJapan、6000ト ン)で 横 浜 へ む け 出航 し、13日 か けて 太 平 洋 を横 断

し、 同月23日 早 朝 、 小 雨 けむ る横 浜 港 へ 到 着 した の で あ る。

と こ ろ で 、 エ ンプ レス ・オ ブ ・ジ ャ パ ン号 は 、 ビ ッカ ー ス テ ス 嬢 の記 す と ころ に よれ

ば 、 兄 が乗 っ て き た 先 の 航 海 の とき 、横 浜 か らバ ン ク ー ヴ ァー 問 を10日 半 で航 行 し、 「

記 録 を うち た て た 」 とい う。 そ の た め 、 復 路 の 航 海 で横 浜 か らエ ンプ レス ・オ ブ ・ジ ャ

パ ン号 に船 積 み され た 郵 便 物 は、 わず か21日 で ロ ン ドン に 到 着 した 。 しか も 、19世 紀 後

半 の 時 間距 離 は 、 そ の 後 、 航 空 機 に よ る空 間移 動 が本 格 化 す る20世 紀 中葉 以 降 ま で、 ほ

とん ど短 縮 され な か っ た よ うに思 わ れ る。 蒸 気 船 航 海 時代 の代 表 的 な ガ イ ドブ ックで あ

るマ レー の 「レ ッ ド ・ブ ッ ク」 シ リー ズ の 一 冊 で あ る 『日本 旅 行 ガ イ ド』(英 文)の 第

9版 に よれ ば 、1913年 の 時 点 にお い て 、横 浜 とバ ン クー ヴ ァー 間 は13日 、 横 浜 とホ ノル

ル 経 由 のサ ン フ ラ ン シ ス コ間 は 、18日 を 要 した 。 明治24年 の ビ ッカ ー ス テ ス 嬢 の頃 と、

ほ とん ど差 が な い こ とが知 れ よ う。

さ て 、 「日本 見 た ま ま 」 は 、 後 ほ ど述 べ る 一 つ の 特 異 な 体 験 を 除 け ば 、 平 凡 な 日

本 見 聞 の 書 で あ る。 人 力 車 に驚 嘆 し 、 べ 一 パ ー ・ウ ォ ー ル を め ず ら しが り、 牧 師 の

娘 ら し く、 仏 教 の 堕 落 を 非 難 す る。 宿 泊 先 は 観 光 地 で は 日本 式 の 旅 館 だ が 、 普 通

は"station"と 呼 ばれ る伝 道 所 で あ る。

イ ギ リス の エ クセ タ ー の 「ビ シ ョ ッ プ 」 で あ る父 親 は 行 く先 々 で 教 会 の 行 事 を 主 催

し、 さま ざ ま な場 所 で歓 迎 の パ ー テ ィー が 開 か れ る。 そ れ は 、 「伝 道 」 と 「観 光 」 の ま

か不 思 議 な結 合 で あ り、 「極 東 の イ ギ リス」 に お け る布 教 の今 後 の 可 能 性 を 探 り、 同 時

に文 化 的 好 奇 心 を満 たす た め の旅 で あ っ た。 この こ とは 、 彼 女 ら一行 が 、 足跡 を残 した

場 所 に も よ く表 われ て い る。 日本 国 内 の旅 行 ル ー トを列 記 す れ ば 以 下 の よ うに な る。 横

浜 ・東 京 を は じ め 日光 や 伊 香 保 温 泉 や 箱 根 を巡 り、汽 車 で 名 古 屋 や 京 都 や 大 阪 に移 動

し、奈 良 や 神 戸 や 有 馬 温 泉 に訪 れ る。 一 行 は さ らに瀬 戸 内 海 を通 っ て 西 へ 進 み 、 阿蘇 や

嬉 野 温 泉 や 長 崎 を訪 れ て い る。 寺 社 仏 閣 ・温 泉 ・火 山、 これ らの 見 聞 の記 録 は 、本 書 に

限 らな い が 日本 人 が読 め ば退 屈 き わ ま りない も の で あ り、 ご と ご と し くそ の 内容 を紹 介

す る こ と もな い で あ ろ う。

さ て 、 『日本 見 た ま ま』 に は 、歴 史 的 資 料 と して 、 非 常 に興 味深 い 部 分 が あ る。 そ れ

は本 文329べ 一 ジ 中64べ 一 ジ を費 や され て い る 地 震 体 験 に ま つ わ る 一連 の 事 件 につ い て

で あ る。 明 治24年10月28日 午 前6時30分 、岐 阜 県 を 中心 と しで 大 き な 地震 が発 生 した 。

推 計 規 模 マ グ ニ チ ュー ド8.5。 同 月31日 ま で に 総 震 動 回数719回 。 烈 震4、 強 震40回 を

数 え た。 近 代 日本 が体 験 した 、 は じめ て の大 地 震 で あ る。 被 害 は東 北 ・北海 道 以外 の 全

国 に及 び 、 岐 阜 県 の 被 害 だ け で も死 者5、007人 、 負 傷 者11、720人 を 出 した 。 濃 尾 大 地
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震 と言われるのがそれである。
一行は

、この時、 「日本のリヴァプール」大阪にお り、ここで、ヒ ドイ 目にあ うのだ

が、それについて述べる前に、この時期の西洋人 と日本の地震の関係 について少々ふれ

ておきたい。B.H.チ ェンバ レンは 『日本事物誌』(ThingsJapanese)の なかで、次

のような興味深い言葉を記 している。

「ああ、私はどんなに地震を感 じたい と思っていることか」とは、一般にヨーロッパ

から初めて日本に上陸した人びとの最初の叫びの声である」。ビッカーステス嬢が 日本

名物地震を 「期待」 していたかどうかは不明だが、非常に気にしていたことは確かであ

る。来 日後まもない10月4日 と5日 の2回 、すでに地震を体験 しており、さらに、大阪

に着くとす ぐに最近に大阪では地震がなかったかどうか尋ねている。 「ここでは、地震

はありません」 という答を彼女は得たが、 このような質問をしたのは、一つの理由があ

った。煙突である。東京では、たび重なる地震のために用心がゆきわたり、西洋式の家

の暖房はス トーブでなされていたが、暖炉 ・煙突は贅沢で、好ましくないものとされて

いた。 ところが大阪の洋館づ くりの家には堂々とした煙突が立っていたのである。大阪

の地震に対する安全感覚、 したがってまたその警戒心のなさは、神戸大震災を体験 した

現代においても、まだ通 じる感覚であろう。そして、ビッカーステス嬢の煙突に対す る

不安は、数 日を経ずして、現実のものとしてその家族の上に襲いかかることになった。

地震が起こった!0月28日 の早朝、家族 とは別 にミッション関係のミス ・トリス トラム

家の二階に泊っていた彼女は、ベ ッドで読書中であった。微震が始まった とき、メイ

ドがちょうどモーニング ・ティーを部屋まで運んで来たところだった。既に、東京で二

度、地震を体験していたので、はじめはたかをくくっていたが、徐々に激 しくなる震動

に不安にな り、大急ぎで階下に下 りようとしたが、階段の一段一段が激 しく揺れ動いて

いたために、下 りることができなかった。動揺す る心を落ち着かせて、部屋に引き返

し、窓からベランダへ脱出し、そこで地震が終わるまで待った。父親たち三人は同じく

ミッション関係の別の家に泊っていた。父親は、地震が激 しくなると、部屋の入 口の所

へ避難 し妻を呼んだ。天井が落ちてきても、大丈夫だと判断 したか らである。そして、

妻が入 口の所まで来たのと同時に、新たな激 しい震動が襲い、崩れた煙突が天井 を破

り、応接間を完全にこわして しまった。 この本の169べ 一ジに添えられた部屋の写真を

見ると、被害の深刻 さがよくわかる。

大阪の街全体が どのような状態であったかを、彼女は神戸で発行 されている英字新聞

で知った。多くの橋が落ち、電信柱が倒れ、700人 が働いていたレンガ造 り三階建 の製

糸工場が倒壊 し、30人 が死亡し、負傷者を多数だした。これ ら断片的な情報 を入手でき

たものの、濃尾大地震の全貌 を彼女が知るのは、もっと後のことであった。 「わた した

ちはただちに北方(東 方であるが、彼女はこのように表現 している)と の電信によるコ

ミュニケーションを断ち切 られ、田舎のニュースは、切断 された道路牽通 して来た とし

ても非常にスローテンポであ り、そのためどうにか地震の戦慄すべき全貌を知ることが

できたのは数 日を経てからであった」。

そ して、このことはビッカーステス嬢だけではなかった。当時の新聞報道を見てみ

ると、この時点では日本人自身にも、何が生 じたのか正確 にはわかっていなかった。

28日、 「大阪朝 日新聞」は号外を出し、彦根 ・四 日市以東への電信が不通であること、

大阪以西ではたいした被害はないこと、浪華紡績工場の倒壊(こ れが彼女が述べている

もの)な どを報道 しているが、東京 ・名古屋 よりの情報がないため、地震の全貌はまだ

つかめていない。東京ではもっとわかっていなかった。 「東京 日日新聞」には地震報道
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は29日 に な って は じめて 出 る が 、 そ れ は 、 「金 沢 で 強 度 の 地 震 」 とか 「横 浜/近 年 稀 な

る大 地震 」 とい う程 度 の も ので あ り、30日 に な っ て よ うや く 厂安 政 の震 災 の 再 来 」 と い

う理 解 の しか たで 、 この 地 震 が 報 道 され た。30日 以 降 の報 道 は大 阪 一東 京 に電 信 が 通 じ

た こ とも あ っ て 、 よ うや く正 確 な報 道 に近 く な っ て い る 。 そ して ビ ッカー ス テ ス嬢 が 、

神 戸 の英 字 新 聞 を通 して 地 震 の 正 確 な 情 報 に接 した の は31日 で あ り、 そ の 時彼 女 は あ ま

りの 被 害 の大 き さ に 「恐 ろ しい シ ョッ ク」 を受 け る こ とに な る の で あ る。

と こ ろ で 、 中 国 や 日本 へ の 電 信 は 、 シベ リア の利 用権 を 獲 得 したデ ンマ ー クの 「グ レ

ー ト ・ノ ー ザ ン 電信 会社 」 が ウ ラ ジ オ ス トッ ク か ら長 崎 へ
、 そ して 長 崎 か ら上 海 へ 海 底

電 信 ケー ブル で結 ん だ の が1871年(明 治4年)の こ とで あ った 。 翌 年 、 正 月 元 旦 か

ら、 日本 と ヨー ロ ッパ の 電 信 に よ る コ ミ ュニ ケ ー シ ョン が 始 ま っ た 。 も うこ の時 は 、 長

崎 と東 京 は 電信 線 で結 ば れ て お り、 同 時 に 日本 国 内 の電 信 網 の 拡 大 が 猛 烈 な 勢 い で開 始

され た。 イ ギ リス の 、 地 中海 ・紅 海 ・ア ラ ビア 海 を通 っ た海 底 電 信 ケ ー ブ ル は、1870年

の 段 階 で は イ ン ドま で しか 到 達 して い な か っ た 。 イ ン ドと中 国 が 電 信 で 結 ば れ る よ うに

な っ た の は 、1883年 の こ とで あ った 。 これ で 、 東 ア ジ ア と ヨー ロ ッパ は、 シベ リア を 通

る北 ル ー トと、 海 底 電 信 ケ ー ブ ル を、 次 々 に つ な い で 成 り立 っ て い る 南 ル ー トとい う

2つ のル ー トで結 ばれ る こ と に な った 。

さて 、 こ こ に非 常 に興 味深 い 事 実 が あ る。 濃 尾 大 地 震 の情 報 は 、 日本 時 間 で29日 の う

ち に は ロ ン ドンへ 打 電 され 、 報 道 され た とい う事 実 で あ る。 同 日の ロ ン ドンの タイ ム ズ

の報 道 で は 、兵 庫 の通 信 員 か らの 特 電 を 「ウエ ス タ ン ・モ ー ニ ン グ ・ニ ュ ー ズ 」 が 入 手

した と して 、 「激 しい地 震 が 大 阪 で 生 じた。 多 くの ビル デ ィ ン グ が倒 壊 し、廃 墟 の 下 に

多 数 の 人 間 が 埋 め られ た ま ま で あ る。 死 者 は少 な く と も300人 入 る とい わ れ て お り、

莫 大 な数 の:負傷 者 が い る も の と思 わ れ て い る」 。 エ ク セ ター の 留 守 家 族 は29日 の 段 階

で 、東 京 の 住 民 よ りも正 確 な 地震 情 報 に接 す る こ とが で きた も の と思 われ る。 少 な く と

も 、 一行 が 滞 在 して い る大 阪 で 大 地 震 が 発 生 した こ とを 留 守 家 族 は知 っ て い た。 タ イ ム

ズ は ほ とん ど毎 日の よ うに 、 「日本 の 地 震 」 を報 道 した。10 ,月30日 に は横 浜 か らの

ロイ タ ー 電 と して 、 電 信 線 が切 断 され て い て 、 詳 細 は 分 か ら ない が大 阪や 神 戸 が 大 き な

被 害 に あ っ て い るの で は な い か とい う推 測 記 事 を掲 載 して い る。 エ クセ ター の 留 守 家 族

は 、一 日だ け様 子 を見 た 後 、 日本 に む けて 安 否 問 い合 わせ の 電 報 を打 ち 、一 行 は11月1

日に神 戸 で この 電 報 を受 け取 る こ とに な った 。 電 信 網 の整 備 に よ り、情 報 の流 通 は 、数

十 年 前 とは 全 く異 な って しま っ て い た 。 そ して 、 それ は外 交 交 渉 や 軍 事 機 密 な ど、公 的

目的 の た め の 情 報 の み な らず 、 私 人 の 安 否 とい う世 界 に ま で 、 こ の時 期 に は拡 大 され て

い た の で あ る。 ビ ッカ ー ス テ ス嬢 は 、 イ ギ リス か らの 問 い 合 わ せ に接 して驚 い て しま っ

た が 、 明治24年 の 日本 は 、確 実 に 国 際 的 な 情 報 のネ ッ トワー クの 一 部 と して作 動 を始

め て い た。10月31日 、 タイ ム ズ は 「ウエ ス タ ン ・モ ー ニ ン グ ・ニ ュー ズ」 が入 手 し

た 情 報 と して 、名 古 屋 ・岐 阜 ・大 垣 が 被 害 の 中心 で あ る と報 道 して い る。 ま た 、11月2

日に は 、 日本旅 行 中の トー マ ス ク ック 社 のT.A.ク ック か らの 電 報 で 、名 古 屋 地 方 が被 害

の 中心 だ と報道 され た。 こ の後 も 、 「日本 の 地 震 」 の報 道 は11月 の 末 まで 続 く の で あ

る。 太 平 洋 を横 断 す る海 底 電 信 ケ ー ブ ル は 、 ま だ な か っ た。 よ うや く1906年 に 中 国

と 日本 は 、海 底 電信 ケ ー ブ ル で ア メ リカ と結 ば れ る こ とに な っ た。 電 信 の 世 界 で は 、 こ

の 時 期 に は、 ま だ 「丸 く」 な か っ た。

11,月15日 、 西 日本 各 地 の 見 物 、 教 会 関 係 の 人 々 との 交流 を終 えて 、 一 行 は長 崎 か

ら一 路 イ ギ リスへ と旅 だ っ た 。 船 は ジ ェ ネ ラル ・ワー ダー 号 で 、香 港 ま で4日 以 内 の快

適 な 航 海 で あ っ た。 香 港 か ら、P&0の べ シ ャ ワー ル 号 で シ ン ガ ポ ー ル へ 台 風 の 中 を航 海
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し、12.月1日 に シ ン ガ ポ ー ル に到 着 。24時 間 後 に 、 再 び ペ シ ャ ワ ール 号 で 出 港 し、

ペ ナ ン に 途 中寄 港 し、 コ ロ ン ボ に 向 か っ た 。 コ ロ ン ボ で 、P&0の ヴ ァ レ ッ タ 号 に 乗 り換

え た。 こ の船 は ス エ ズ 運 河 を経 由 して 、 イ タ リア の ブ リンデ ィ シ ーへ 直行 す る船 で あ っ

た 。 船 よ り も汽 車 が 速 い 。 東 洋 方 面 か ら出 来 る だ け 早 く 、 ヨー ロ ッパ の 各 地 に行 くた め

に は 、 イ タ リア の 南 東 部 に あ る こ の町 で 下 船 す るの が 常 識 に な っ て い た。 ブ リンデ ィ シ

ー か らは カ レー 行 の 列 車 に乗 っ た。 イ ギ リス 帰 国 を 目前 に した12月28日 の深 夜 、 一

つ の 出 来 事 が あ っ た 。 カ レー 駅 で 、一 行 の 地 震 体 験 を取 材 す るた め に 、 記 者 が 待 っ て い

た の で あ る。 取 材 は 翌 日の新 聞 に載 せ るた め に 、 ドー バ 海 峡 を 渡 る船 中 と ロ ン ドン行 き

の列 車 に な か で お こな わ れ た 。 記 者 は ビ ッカ ー ス テ ス嬢 に 「あ ら ゆ る瞬 間 が 貴 重 な の で

す 」 と言 っ た 。 残 念 な が ら、 こ の 取材 記 事 を タイ ム ズ の 報 道 の 中 に は見 出す こ とが 出 来

な か っ た 。 い った い ど の新 聞 だ っ た の か 。 記 者 は ビ ッカ ー ス テ ス 嬢 に 「あ らゆ る 瞬 間 が

貴 重 な の です 」 と言 っ た。 あ わ た だ しい現 代 と同質 の世 界 が 、 そ こ に は始 ま って い た。

ビ ッ カ ー ス テ ス ー 家 の 、 世 界 一 周 は 、 そ の 旅 行 の 大 半 が 、 イ ギ リス の 汽 船(ア ラ ン

汽 船 ・カ ナ ダ 太 平 洋 汽 船 ・P&0)と イ ギ リス の鉄 道(カ ナ ダ 太 平 洋 鉄 道)を 利 用 し、 寄

港 した 都 市 もモ ン トリオ ール ・バ ン クー バ ー ・香 港 ・シ ンガ ポー ル ・ペ ナ ン ・コ ロ ン ボ

な ど、 大 英 帝 国 の支 配 地 域(カ ナ ダ の 本 当 の独 立 は1931年)で あ り、 日本 国 内 にお

い て も、 イ ギ リス 国教 会 の 「布 教 所 」 な どを泊 ま り歩 く な ど、イ ギ リス は 地 球 を 一 周 す

る 「大 英 帝 国」 のベ ル トを1880年 代 に完 成 させ て い た。 これ に 、 電信 網 が加 え られ

る。 地 上 の電 信 網 は 、 通 過 地 域 の 政 治 的 、 社 会 的 状 況 に左 右 され る程 度 が 大 き か っ た

が 、 海 底 電 線 は そ の安 定性 を 飛 躍 的 に 高 め た。 そ して 、 海 底 電 線 を 張 り巡 らせ るた め に

利 用 され た の が 、 さま ざま な 理 由で 花 形 航 路 か ら引 退 を余 儀 な く され た 、 蒸 気 船 で あ っ

た 。 ブ ル ンネ ル の設 計 した 、 グ レー ト ・ブ リテ ィ ン号 も 、 巨船 過 ぎ た グ レー ト ・イ ー ス

タ ン号 も 、最 後 の活 躍 の 場 は 海 底 電 信 の敷 設 船 と して で あ っ た 。 イ ギ リス は 、 唯 一 の 工

業 国 家 と して の そ の繁 栄 の 絶 頂 期 を過 ぎ つ つ あ っ た が 、 グ ロー バ リズ ム の 下 部 構 造 た る

交 通 と通 信 に お い て は 、 そ の 威 信 を保 っ て い た 。1885年 の 頃 と思 わ れ る、 要 塞 監督

総 督 の ア ン ドリュ ー ・ク ラー ク卿 は 、 次 の よ うな 言 葉 を残 して い る。 「ひ とた び 、 カ ナ

ダ と太 平洋 経 由 で 東 洋 と を結 ぶ 定 期 蒸 気 船 の 運 航 が 確 立 され れ ば 、 帝 国 全 体 は 固 く結 び

つ け られ 、 イ ギ リス(ブ リテ ィ シ ュ)の 拠 点(stations)は 、 文 字 通 り世 界 を帯 状 に 取 り

巻 く こ とに な ろ う」 。

ま た 、 イ ギ リス は 北 半 球 だ け の 「地 球 回 廊 」 だ け で は 、 安 心 で き な か っ た。1895

年 に は 、 カ ナ ダ とオ ー ス トラ リア を 結 ぶ 、 航 路 と電 信 線 をバ ン クー バ ー とシ ドニ ー の

問 に結 ん だ。 「カナ ダ ・オ ー ス トラ リア蒸 気 船 会 社 」(Canadian-AustralianSteamship

Line)の 設 立 で あ る。 シ ドニ ー ま で は 、 イ ギ リス か ら地 球 を東 に 向 か っ た 航 路 網 を 広 げ

たP&0の 航 路 が 来 て い た。 そ して 、 こ の太 平 洋 を 対 角 線 上 に結 び つ け る航 路 に よ り、

南 半 球 経 由 の 「地 球 回 廊 」 が も う一 つ 用 意 され て い る こ とに な っ た。 これ は 、 商 業 的 に

は お 互 い の 保 護 主 義 的 傾 向 に よ り成 功 しな か っ た が 、 「大 英 帝 国」 意 識 を 両 国 が 持 つ た

め に は 、 大 き く貢 献 した。

第2章 、一日本人の見た大変革

地球の急速な縮小化、すなわち初期的なグローバ リズムとは、以上に見てきた交通と

通信の大変革を背景 として、19世 紀の前半から後半にかけてこの地球上に現れた確固

とした歴史性を持っ現象であった。明治維新は、この地球の縮小化の最中に起こった社

120



横浜へ の もう一つ の道

会革命であることを、忘れないで欲 しい。現在のグローバ リゼーションの抱え込んだ基

本的問題の多くも、すでに、この時期 に垣間見ることができる。本書は、グローバ リゼ
ーションに関する 「論」を弄ぶために書かれたのではない

。その歴史の深みから、現在

進行中の不可逆的なグローバルな世界の成立史を描写したかったのである。本書のまと

めとして、この変革を日本人はどのよ うに見ていたのか、再び久米邦武に登場 してもら

お う。久米邦武は岩倉使節団の一員 として、 日本人 としては最も早い時期に世界を一周

した人物の一人である。その時期は、ジューヌ ・ベルヌが 『八十 日間世界一周』を雑誌

「ツール ・ド・モンド」(文 字通 り 「世界旅行」 という意味)に 連載 していた時期 と重

なる。

岩倉使節団は、1871年12月23日 に 「太平会社飛脚船」(パ シフィック ・メイ

ル)の アメリカ号に乗って、横浜か らサンフランシスコに向かった。パ シフィック ・

メイルが太平洋横断航路を開設してか ら、わずか4年 後であ り、スエズ運河 とアメリカ

大陸横断鉄道が完成 してから2年 後にことである。久米が実質的な執筆者になった 『米

欧回覧実記』に書かれているように、アメリカ号は4554ト ンの 「美麗 ノ船」であっ

た。同号は、1500ト ンほどの石炭を積んでいたもの と思われる。使節団一行は、2

2日 かけて、1872年1月15日 に、晴れ渡ったサンフランシスコに入港した。一 日
の行程は平均、約220海 里であった。
一行は、当然のように、アメリカ大陸横断鉄道に乗った。当時のアメリカ人は、大陸

横断鉄道 に乗って 「野蛮なインディアン」を見物す ることが、流行ったといわれている

が、 日本人の久米も、アメリカ ・インディアンの存在に無関心ではなかったが、その視

点は、もちろん観光的見物に行 くアメ リカ人のそれ とは異 なっている。 厂近年二至 リ米

人駆テ地 ヲ奪ヒシユエニ、土人 ミナ怨憤シ、今二報復セ ン トスルノ心タエス」 という記

述がある。 しかし、これはたんなる 「土人」対する同情ではない。コロンブスのアメリ

カ 「発見」以来の、拡大する西洋文明世界への敗北者の惨 めさの確認作業であったろ う

し、 日本の運命 とダブらせていたであろ う。別の部分では、ある地域に住む、勇敢なア
メ リカ ・インデ ィアンにたい しては、その 「勇猛」 さを評価 して 「是ハ 日本人ノ流裔ナ

ラン」 とまでいっている。 このような意見が、久米個人のものだけかどうかわからない

が、緊張 して西洋 「文明」を摂取 しようとしていた使節団一行には、 「勇猛」に闘 う気

迫だけはどうしても必要であった。彼が心より心酔 したのが、佐賀藩主の鍋島直正であ

り、そ してその名君に指導されて、幕末以来 「一藩富国強兵」の道を歩いていた、この

藩の全体に共通するのが空理空論 を追求 しない、現実主義的姿勢であった。 『回顧記』

の中で 「空論の攘夷」という言葉 を久米は使っているが、それは次のような言葉に端的

に表現されている。 「外人の長所 を知る者は、外人崇拝 となって士気を喪失 し易く、之

に反 して、攘夷の精神興奮す る者は直接行動の暴挙をな して支那の二の舞を演ぜんとす

る」。 この久米の言葉には、現代のグローバ リズムに対応する際にも通低する、根本的

な姿勢 を見ることが出来る。 厂外人の長所」を知ったとしても、自己の立脚点(つ ま り

ここでは、 「日本」)を 忘れ、 「外人崇拝」 となってしまっては、自己(日 本の独立を

守る)と い う出発点を見失い 「士気 を喪失」 しがちになるのである。久米は決 してここ

で、 日本中心主義の主張をしているのではない。外国の 「長所」を認めながらも、それ
にもかかわ らずプライ ドを失わずに自己の立脚点を、守らなければならない と説いてい

るのである。これは、非常にデ リケー トな立場だが、久米の時代も、そ して今も、グロ
ーバルな社会に生きてい くときの

、最低限の心構えである。私は、それを 「自尊心のバ

ランスシー ト」と呼んでいる(園 田英弘編著 『流動化する 日本の 厂文化」一グローバル
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時代の自己認識一』 日本経済評論社、2001年)。 これに対 して、自信の喪失か客観

的な時代認識のできない過剰な自信の肥大化によって、 「攘夷の精神」に 「興奮」 し、

排外主義的な立場から 「直接行動の暴挙」をなして しまっては、相手の軍門に下ってし

ま うことになってしま う。幕府から長崎警備 とい う、現実的かつ具体的な課題を負って

いた佐賀藩にとって、 「空論の攘夷 」はあま りに冒険主義的な危険思想であった。

『回顧録』では、 「アメリカ ・インデ ィアン」の将来には悲観的である。かつては

「アメリカ ・インディアン」は、この国の 「原住民」であり、しかも 「インカ国」を栄

えさせたこともある人々である。 しかしなが ら、このかつては輝かしかった人々の将来

は暗い とい うのが、久米の感想である。 「白人」は、 「アメリカ ・インディアン」はし

だいに同化 していると言 うが、 「慾熱の強き彼 ら(白 人のこと)に 圧迫 されて、漸次衰

亡 と見るのが妥当であろう」と書いている。久米は どこまでもリア リス トであった。

『回覧実記』にも 『回顧記』 ともに共通する主題は、蒸気船 ・鉄道 ・運河 ・各種の産

業 ・技術 ・政治組織 ・学校など、西洋の 「文明」の富強の根源に対する、飽 くなき探求

であった。そのためには、優れたものを、 「優れたもの」として正直に感動 し認めなが

ら、同時にそれ らの摂取に自信を失って しまはないことが、なによりも必要であった。

アメ リカでの、観察記録の分析については別の文章に書いたので、ここでは省略する。

同年8月6日 、ボス トンより 「『キユナル ト』会社 ノ郵船、 『オリンハス』号」で出航

した。大西洋を渡る船の中で久米は次のような意見を述べた と、 『回顧記』で告白して

いる。 「余は先に船中十 日を消し、その間の話に米国新旧の都会を巡って構造建設の壮

麗奇抜なのを見 『驚 く』の語 を濫発 してきたが、今は新約克(ニ ュー ヨーク)・ 費府

(フィラデルフィア)・ 波士頓(ボ ス トン)の 文明を観察 したので、是から欧州の倫敦
・巴里を観ても、此の規模の圏外には出でまい、 『驚 く』の語は最早不用になったろう

といつた処、木戸 ・大久保両副使は 『堅 くは言われまいそ』と微笑された」。

使節団の一行は、アイル ランドを通過 しリヴァプールへ到着し、港の沖合2マ イルの

ところで待っていたイギリス政府の 「小蒸気船」に乗 り換 えてミルシール河をさかの

ぼ り、汽車の駅のす ぐそばにある 「波止場」から上陸。 リヴァプールの駅舎の中の 厂旅

館」で休息 をとった。 「旅館」のサ ロンからは、目の前に駅の構内が見えた。 『回顧

録』の記述を見てみよう。 「今駅の旅館に上がった処、サロンは恰も汽車の発着の歩廊

(プラットフォーム)に 面 して四条の軌道があり、一方 に着すれば一方に発車 し、此

処で乗客降りると見れば、彼処には乗 り込むなど、蜂集蟻散する人波は右往左往に動揺

し、車輪の響きは絶えず殷々轟々と響き、午餐する食堂の前庭は、数回の石造屋に取 り

囲まれ、而もその石の堅牢巨大にして蒼然古色を帯び懸 り、米国では見ない構造で」、

そのために久米は木戸 ・大久保に向かって 「『驚 く』の語はまだまだ保留 しておかなけ

ればならぬ」 と 「笑った」とい う。

久米の、イギ リス観察は3っ の時点の時系列的比較か ら、なりたっている。一つが、

1800年 、二番 目が!830年 、そ して三番 目が岩倉使節団一行が、…現に立ってい

る1870年 代 とい う時点である。 『回覧実記』の結論のような部分が、イギ リスを観

察 した部分の記述に、早々に出てくる。 「当今欧羅巴各国、 ミナ文明ヲ輝カシ、富強ヲ

極メ、貿易盛二、工芸秀テ、人民快美ノ生理二、悦楽ヲ極ム、其状況ヲ目撃スレハ、是

欧州商利 ヲ重ンスル風俗ノ、此ヲ漸致セル所ニテ、原来此洲 ノ固有 ノ如クニ思ハルル ト

モ、其実ハ然ラス」。 ヨー ロッパの文明 ・富強などが 「此洲 ノ固有」のように思われる

かも知れないが、実はそうではない。この認識は、非常に重要であった。もしも、この

状態がヨーロッパの 「固有」性に基づいているのであれば、 ・「文明」の摂取の試みなど
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無 駄 な努 力 にな って しま う。 この 文 章 に引 き続 き、 次 の よ うに述 べ る。

厂欧 洲 今 日ノ 富庶 ヲ ミル ハ 、 千 八 百年 以 後 の こ とに て 、 著 シ ク此 ノ景 象 ヲ生 セ シバ 、

僅 二 四 十 年 ニ ス キ サ ル ナ リ」 。 久 米 が 、1800年 に注 目 して い る の は ナ ポ レオ ン 戦

争 が 、 落 ち着 き 、 国 内 の 生 産 が 盛 ん に な っ た か らで あ る。 ロン ドンの 人 口は 、1800

年 に は96万 人(岩 倉 使 節 団 一 行 が 到 着 した 、1872年 に は325万 人)、 リヴ ァ プ

ー ル は8万5000人(72年 に は40万 人)
、 マ ンチ ェ ス タ ー は9万5000人(7

2年 に は48万 人)グ ラ ス ゴ ー は7万8000人(72年 に は47万7000人)で あ

り、1830年 代 に汽 船 や 汽 車 が 実 用 化 され 、 「欧洲 ノ貿 易 、一 変 」 した と され る。

こ こで 、 正確 を期 せ ば、 既 に述 べ て きた よ うに 、蒸 気 船 が 内 陸水 路 や 近 距 離 ・中距 離

の航 行 を 始 め た の は 、19世 紀 の初 頭 か らの こ とで あ る が 、 本 格 的 蒸 気 船 の 時代 は 、 久

米 が 言 っ て い る よ うに1830年 代 に 始 ま った 。 ま た 、 現 代 の 鉄 道 につ な が る蒸 気 機 関

車 が 実 用 化 され た の は 、 ま さ し く1830年 に 開 通 した マ ンチ ェス ター と リヴ ァ プ ール

間 の 鉄 道 で あ っ た こ とは 正 しい 観 察 で あ る。 久 米 に とっ て 、 ヨー ロ ッパ 諸 国が 本 格 的 に

近 代 社 会 に突 入 した の は 、 この1830年 を 起 点 と して い た。 「汽 船 汽 車 ノ流 行 ヨ リ、

商 業 ノ 目的一 変 シ 、 旧 商 ハ倒 レ新 商 ト代 リシ モ 、 近 四十 年 間 ノ コ トニ ス キ ス 」 。187

0年 か ら40年 前 とは 、 ち ょ うど1830年 で あ る。

も う一 つ 引用 してお こ う。 「欧 州 農 工 商 ノ 三 業 ミナ 、 今 日 ノ繁 昌 ヲ致 セ ル ハ 、 如 此 ク

僅 僅 ノ年 数 ニ ス キサ ル ヲ知 レ リ、今 ノ 欧 州 ト四 〇 年 前 ノ 欧 州 トハ 、 其 観 ノ大 二 異 ナ ル

コ トモ 、 亦 想 像 スヘ シ、 陸 ヲ 走ル 汽 車 モ ナ ク 、海 ヲ史 ス ル 汽 船 モ ナ ク 、電 線 ノ信 ヲ伝 フ

ル コ トモ ナ ク」 とい う世 界 が 、40年 以 前 の ヨ ー ロ ッパ の 現 状 で あ っ た。 久 米 は 、18

00年 か ら1830年 へ に社 会 の変 化 、 さ らに は1870年 代 の現 状 を 、 た ん な る 統 計

的 な資 料 集(多 分 、 年 鑑 のた ぐい を利 用 した も の と思 わ れ るが)だ けで は な く、 この 時

代 の変 化 を 身 を もっ て 体 験 した 「古 老 」 か ら、 さ ま ざま な 話 を聞 きだ して い る。 グ ラス

ゴー で は 「其 開 化 ノ始 メ ニ ア タ リ、府 中 ノ人 心 ハ 殆 ド狂 ス ル ガ 如 ク」 で あ って 、 社 会 の

変 化 の方 向 は 定 ま らず 、 「総 テ 迷 霧 ノ 中二 陥 リ」 、多 くの企 業 家 が 新 しい 産 業 ・商 業 を

起 こ して は 「俄 二倒 産 」 して しま っ た。 旧来 の財 産 を 、現 在 ま で保 持 して い る家 は、 ほ

ん の わ ず か で あ る 、 とい う。 この30年 の 混 乱 と、 そ の後 の40年 の確 実 な 進 歩 、 久 米

が イ ギ リス の観 察 で得 た 結 論 とい うも の は 、 この よ うな も の で あ っ た。 言 い 換 えれ ば、

世 界 の 中心 的大 国 で あ る イ ギ リス の 今 の(つ ま り1870年 代 の)繁 栄 の 着 実 な 出 発 点

は 、 わ ず か40年 前 に始 ま っ た に 過 ぎ な い とい う 「発 見 」 で あ っ た。 この認 識 は 、 近 代

化 の モ デ ル を探 す た め に 西洋 諸 国 を 「回覧 」 して い た 一 行 に は 、 大 き な 自信 を 与 え た の

で は な か ろ うか 。 西 洋 の 富 強 と い っ て も、 ま だ 一 世 代 ほ ど しか 経 て い な い。 これ な ら

ば、 十 分 キ ャ ッチ ・ア ップ の可 能 性 が あ る とい う こ とで は な い の か。

あ の 、 世 に名 高 い 、 世 界 で最 初 の1851年 の 万 国博 覧 会 も 、 「マ サ ニ我 嘉 永 四 年 ノ

コ トニ ス キ ス」 。 こ の 久 米 の 言 葉 は 、 幕 末 以 来 の 日本 人 の西 洋 観 を 引 き継 ぐ も の で あ

った 。 ア ヘ ン戦 争 にお け る 中 国 の敗 北 や 、 黒 船 来 航(蒸 気 船 シ ョ ック)な どは 、 「文 明

ノ利 器 」 とい う言 葉 に代 表 され る よ うに 、 物 質 文 明 の遅 れ を強 く意 識 した 歴 史 観 で あ っ

た 。 そ して そ れ は 、 日本 人 だ け の特 異 な 歴 史 観 と言 う よ りは 、19世 紀 の 西 洋 社 会 が共

有 して い た歴 史観 で も あ った 。 岩 倉 使 節 団 一 行 は 、イ ギ リス訪 問 の 後 、 フ ラ ンス や 新 生

の ドイ ツや イ タ リア な ど、 各 国 を訪 問 す るが 、 そ れ につ い て は 多 くの研 究 書 も 出版 され

て い る の で 、 こ こで は省 略 す る。 オ ー ス トリア で 万 国博 覧 会 を 見 学 し、 ス イ ス の ジ ュネ
ー ブ に い た とき 「日本 政 府 ヨ リ

、 急 二帰 国 ス ヘ キ 電 信 来 リ」(ユ873年7月9日)、
一 行 は パ リ経 由 で マル セ イ ユ へ 向か う

。 パ リを夜 の11時 に 出発 し、 翌朝 の6時 に はマ
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ル セ イ ユ に到 着 した。 わ ず か7時 間 の汽 車 の旅 で あ っ た。 マ ル セ イ ユ 到 着 の2日 後 、 郵

船 「ア ウア 」 号 に 乗 り、 ナ ポ リに 立 ち 寄 り、 直 ち に スエ ズ運 河 の 地 中海 側 に面 した ポ ー

トサ イ ドに 到 着 。 「『ボ ル トサ イ ド』 ヨ リ蘇 士(ス エ ズ)マ デ 、 百 英 里 ノ地 峡 ヲ 、 郵 船

ニ テ駛 行 ス ル ヲ得 ル ハ 、 僅 二 四年 前 ヨ リ ノ コ ト」 で あ り、 こ こで は レセ ップ ス の業 績 に

対 して 「謝 ス ベ キナ リ」 と して い る。 ス エ ズ か ら、 ア デ ン へ 。 ア デ ン は 、 も う周 知 の よ

うに 、 「東 南 洋 航 路 ノ郵 駅 」 で あ り、 「砲 台 ノ備 甚 タ厳 ナ リ」 とい う地 で あ る。 ア デ ン

か らセ ー ロン の 「ゴー ル 港 」 ま で行 き下 船 。

久 米 は こ こ で 、興 味 深 い言 葉 を 残 して い る。 「欧 州 ヲ離 レテ ヨ リ、 回 教 ノ地 ヲス キ 、

又 此 二 来 レハ 、 土人 二種 種 ノ風 俗 教 習 ヲ ミル 、 益 世 界 ノ奇 ヲ覚 フ ナ リ」 。 この感 想 は 、

セ イ ロ ン に仏 教 徒 が い る こ とへ の 共 感 も な い 。 東 回 りで 、 地 球 を 見 て 回 っ て い る うち

に 、 西 洋 に 同化 し過 ぎ て い るの だ ろ うか 、 そ れ とも 「丸 い 」 地 球 を東 へ 東 へ 進 め ば 、 や

が て 日本 が視 野 の 中 に入 っ て く る地 点 ま で 来 る とい う 自覚 が な か っ た ので あ ろ うか。 セ

イ ロ ン(ス リ ラ ンカ)の 長 い植 民 地 化 の歴 史 を記 述 し、 そ こ に 仏 教 徒 がい る こ とを 知 っ

て い な が ら、 そ こに は 日本 と は無 関係 の 「土 人 」 が お り、彼 らへ の 優 越 感 の よ うな もの

が 感 じ られ る。 「ゴー ル 港 」 を 出航 した 後 のイ ン ド洋 上 で 、ベ ンガ ル 湾 の 「北 浜 」 に あ

る 「カ ル カ タ」(カ ル カ ッ タ)の こ と に触 れ て い る が 、 こ こ か らは 久 米 の文 章 は 言 葉

は 、激 し くな る。 カ ル カ ッ タ か らの 主 要 な 輸 出 品 が 、 ア ヘ ンで あ り、 それ が 「皆 支 那 二

輸 出 」 され て い た こ と。 「支 那 国 」 は努 力 は した が 、 ア ヘ ンの 輸 入 を 防止 す る こ と は 出

来 な か っ た こ と。 イ ギ リス は 「不 祥 ナ ル 利 益 ヲ受 ケ テ 、 自 ラ肥 ル 、豈 二 文 明 ノ本 意 ナ ラ

ン ヤ 」 と、 久 米 は書 く。 ま た 、 「弱 ノ肉 ハ 、 強 ノ食:、欧 洲 人 遠 航 ノ 業 起 リシ ヨ リ、 熱 帯

ノ 弱 国 、 ミナ 其 争 ヒ 喰 フ所 トナ リテ 、 其 豊 饒 ノ物 産 ヲ、 本 州 二輸 入 ス 」 と して 、 ポ ル ト

ガ ル ・ス ペ イ ン ・オ ラ ン ダ は 「土 人 ヲ遇 スル 暴 慢惨 酷 」 で あ っ た が 、 イ ギ リス は 同 じ轍

を 踏 ま ない よ うに して い る と久 米 は 考 え る。 「寛 容 」 を重 視 し、 「教 育 」 を も って 「招

撫 柔 遠 」 の方 法 を採 用 して い る とい う。 こ れ は、 た ん に観 念 的 に植 民 地 支 配 の二 つ の タ

イ プ を 区分 け して い る の で は な く、 久 米 の 体 験 が 背 後 に あ っ た よ うだ 。 「今 郵 船 ニ ア

リテ 、欧 洲 航 客 ノ 状 ヲ 目撃 ス ル ニ 、 英 人 ノ夷 人 二遇 スル 、頗 ル親 和 ヲ覚 フ、 西(ス ペ イ

ン)、 葡(ポ ル トガ ル)、 及 ヒ蘭(オ ラ ン ダ)ノ 人 ハ 、概 シ テ 暴 慢 ナ リ、是 レ昔 日 ノ遺

俗 、 今 二 習 慣 トナ リテ 、 除 カ サル ヲ徴 ス ル ニ足 ル 」 。

「ゴー ル 港 」 を 出 発 して9日 目に 、 シ ン ガ ポ ー ル に 到 着 す る が 、運 悪 くシ ンガ ポ ー ル

は コ レラ の 流 行 の 最 中 で 、 上 陸 す る こ と が で き な か っ た 。 船 上 か ら周 囲 の 風 景 を 見 て

い る と、 「頗 ル 我 中国 海 ノ景 二似 タ リ」 と い う感 想 を 持 つ 。 シ ン ガ ポ ール は 、 西 は イ ン

ド、東 は 中 国 、 南 は ジ ャ ワや オー ス トラ リア へ の 「郵 船 」 が 出 る 、 「四 達 ノ要 港 」 で あ

る。 石 炭 を 積 み 込 ん で い る の が 見 え る。 ほ どな く シ ンガ ポ ー ル を 出港 して 、 「支 那 海 」

を航 行 し、 サ イ ゴ ン経 由 で8月27日 に香 港 に 到 着 。 政 府 か ら帰 国 を命 ず る電 報 を受 け

取 っ て か ら、49日 目で あ っ た。 久 米 は 、 香 港 に つ い て は、 淡 々 と 「1841年 」(こ

れ は42年 の 間違 い で あ る)に 「支 那 ヨ リ英 ニ ア タエ タ」 とい うこ と、 「欧 風 二東 洋 ヲ

兼 ネ タル 建 築 」 が多 い こ と、香 港 の 奥 地 の 広 東 の 衰 退 を指 摘 す るだ け に止 め て い る。 久

米 に とっ て 、 明 治 の 初 期 に は 、 ア ヘ ン 戦 争 は 既 に 、 過 去 の も の に な っ て い た の だ ろ う

か 。 わ ず か30年 ほ ど前 の 、 出来 事 で あ り、 日本 が本 気 で海 防 に関 す る政 策 の転 換 と、

意 識 改 革 を せ ま っ た歴 史 的事 件 で あ っ た 。

これ は、 私 に は不 思議 な 気 が す る。 久 米 の人 生 は ア ヘ ン戦 争 と とも に 始 ま っ た と も言

え る か ら で あ る。 『回 顧 記 』 に よ る と、 久 米 の 生 ま れ た 天 保 十 年 は 、 時 は あた か も 、

ア ヘ ン戦 争 が 勃発 した 前 年 で あ っ た。 ア ヘ ン戦 争 の 終 結 後 、 佐 賀 で は 「異船 が 常 に 出 没
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し、石炭の涸れる変化を起 こした」 と久米は述べている。まだ幼少であった久米は、多

分父親か らの伝聞で、このような記憶を記 しているのであろ うが、久米の最後の著作に

なった 『鍋島直正公伝』(第 三編)に 、それまで佐賀ではすでに一部では民生用(煮 炊

き)に 石炭が使われていたが、 「アヘン戦争は多数英艦の集合 とともに石炭の需要」が

急増 し、多 くの石炭が長崎から輸出されたと書いている。彼が、 『回顧記』に自分の出

生を書 くとき 「余の出生 と石炭採掘」 とい う、奇妙 なタイ トル を付けた。それは将来

『米欧回覧実記』の編集をす ることになる人物の幼少の頃の 「記憶」としては、大きな

意味を持っているような気がしている。それは、自分の 「人生」の出発点と、東アジァ

の動乱が、期を一にしていたとい うことであり、西力東漸の予感 と実感の中で、久米は

成長 していったと言うことである。

アヘン戦争の日本に対す るインパク トは、疑いもな く大きかった。久米のみな らず、

佐賀におけるアヘン戦争のインパク トは観念的ではな く、石炭のイギリスや中国への

輸出の増加 として跳ね返ってくるほど、身近な実感 を伴ったものであった。特に、久米

は父親が 「石炭の需要」の増加 によって引き起 こされる、職務についていた。石炭は、

古くか ら 「燃土」(も ゆるつち)な どと呼ばれ、その存在は古 くから知 られていた。 し

かし、石炭が民生用の主要なエネルギー源だと見なされることは、ほとんどなかった。

ところが、佐賀藩領の山代郷では炭層が地表に露出し、 しかも比較的良質の石炭(無 煙

炭。蒸気船にはこの石炭が不可欠であった)が 取れ ることか ら、 「徳用炭」 として、

「一般の炊事にも利用」 していたとい う。そこに、1842年 から43年 にかけて、

「英国の軍艦や輸送船」のための石炭需要が急増 し、石炭の採掘が急進 したのである。

地表 に露出している石炭は、 「狸堀」 といってさほど問題は生 じなかったが、山地の

地中にある炭層の発掘まで始ま り、無理に採掘 した部分か ら 「毒水」が流出して、田地

を荒 らすなどの被害が続出した。 この調停の仕事をしていたのが、久米邦武の父親であ

った。石炭は、長崎からオランダ船や中国船によって、おもに上海方面に輸出された。

西力東漸の実感は、久米の子供時代か ら、このように身近なものであったに違いない。

『回覧実記』の、淡々とした記述は 「米欧」の研究 ・調査が 目的だったからであろ う

か。敗北 した側の研究や、それへの同情は、ここでは一切見 られない。乾いた(ド ライ

な)リ アリズムが、久米の思考の特色である。

先を急こう。香港から上海へ。上海 の記述は、 厂黄浦江ノ西岸ニソヒ、外国人 ノ居留

地」の繁盛 ぶ りと、あとは娼館や骨董店や書画店が多いことなどや、中国の造船所や兵

器廠などのことが、短 く書かれているだけである。やは り 『米欧回覧実記』には、中国

の現状は視野の中になかったのであろう。上海からは、アメリカ船の 「ゴルテンエ ン」

(パシフィック ・メイルのゴールデン ・エイジ号だと思われる)に 乗って、長崎にて 日

本の地を踏む。シンガポールや香港など及ぶべきもない 「世界ニテ屈指ノ景勝地ナリ」

とする。ところが、九州北岸をまわ り、瀬戸内海に入った とき 「平明五時二、船將 ヨリ

世界第一ノ風景ヲ過ルヲ以テ、船客ヲ呼起」こす とい う、コフィンの体験 と同じ体験を

することになった。神戸で一時、上陸 し、再び、船上の人 となった。1873年9,月1

3日 、横浜に返ってきた。世界一周の旅は、こ うして終わった。最後の日の記述は、実

に素っ気ない。 「朝、横浜二着船ス」、これがこの日の記述の全てである。ジュネーブ

で帰国命令の電報を受け取って、56日 目のことであった。

平面的地球は、往復運動の世界だ。ところが、東へ向かっても、西へ向かっても、行

き着 く果ては出発点 とい う、循環運動の世界が始まっていた。地球は 「丸 く」て 「小

さい」世界となり、循環運動を可能にする世界へ と、19世 紀の中葉に変化 した。遠い
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「異国」は、知らず知らずの うちに、す ぐ近 くの 「異国」へと変貌を遂げていた。一方

で、万国共通に思える交通と通信の体系が出来、それ らを利用 して多 くの人々の国境を

越えた移動と、多様な情報がかつてないスピー ドで、行き交 うようになった。それは、

「文明」の勝利だろうか。それは、植民地主義の 「手先」とも、帝国主義の 「手段」 と

しても利用された。逆に、西洋中心に始まった地球を 「丸く」て 「小 さく」する運動、

あるいは衝動は、非西洋世界を巻き込むことによって、西洋中心主義 とい う枠組みでは

収ま りきれない、ある意味の 厂普遍的」システムを作 り出していった。何がグローバル

な世界であるのか。この問いには、19世 紀 も、20世 紀も、答えることが出来なかっ

た。21世 紀に生きるわれわれは、この問いに真剣に答 える必要がある。もう、後戻 り

は出来ないのだから、世界の共通のシステムと、異質の文化が、より少ないコンフリク

トで折 り合える調和点を模索する必要があるだろう。世界は、 「ちい さく」て 「まる

い」が、決 して 「おなじ」でも 「ひとつ」でもない。 しか し、同時に異質性のみを言い

募 るのは、この緊密な相互作用の中に組み込まれた 「国家」なり 「地域」が、限 りない

混乱の中に埋没することになろ う。いまの私に言えることは、性急な答えを出す前に、

歴史に学ぼ うとい うことだけだ。

追 記:「 横 浜 へ の も う一 つ の 道 」 は、2002年 にバ ン フ ・シ ンポ ジ ウ ム のた め に書 か

れ た が 、 そ の 主 要 な 部 分 は 、 そ の 後 、最 小 限 の 修 正 を加 え て 、 園 田英 弘 『世 界 一 周 の誕

生 一 グ ロー バ リズ ムの 起源 一 』(文 春 新 書 、2003年)の 最 終 章 に収 録 され て い る。
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